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(
7
0
)誰
か

が
、

通
常

に
つ

い
て

質
問

し
た

ら
.
運

営
は
.
国

の
補

助
は

な
く
、

入
所

者
の

作
品

の
販

売
と

寄
付

で
ま
か

な
わ

れ
、

月
に

3
0
0
人

の
ポ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
手

伝
い
が

あ
る

そ
う
で

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
、
学

生
や

教
会

の
信

者
が

中
心

だ
と

言
う

こ
と
で

し
た

が
、
そ

の
数

の
多

さ
に

び
っ

く
り

し
ま

し
た
。

戦
争

の
犠

牲
に
な

り
な

が
ら

も
、

韓
国

の
福

祉
に

生
涯

を
さ

さ
げ

た
李

方
子

さ
ま

は
.
い

ま
も
韓

国

の
人

々
か

ら
尊

敬
さ
れ

て
い

る
そ

う
で

す
。

こ
の
研

修
旅

行
で

、
キ

ム
チ

の
こ

と
だ

け
で

な
い
韓

国
を

知
る

こ
と
が

出
来

ま
し
た

。

プ
ル

コ
ギ

、	
ヒ

ビ
ン
バ

は
お

い
し
か

っ
た

し
、

買
い
物

も
安

か
っ

た
。

最
初

は
緊

張
し
て

い
た

け
ど
、

だ
ん

だ
ん

楽
し

く
な

っ
て

、
ま
た

行
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。

あ
り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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久
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員
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が
9
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2
4
日

ご
逝

去
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れ

ま
し
た
。
謹

ん
で

ご
冥
福

を
お
祈

り
中

し
1
1
げ
ま

す
。

O
理

事
会

報
告

◎
委

員
会
報

告

●
久
保

会
員
か

ら
奥
様

の
葬
儀

に
つ

い
て

の
お

礼
の
言

葉
が

あ
り
ま

し
た
。
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1
(
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実
行
委
員
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野
	
亮

会
員

会
計

:
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晃

会
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二

会
員
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(
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)

北
海
道

で
は
、	
6
つ

の
町

が
同
時

に
市
制

を
施
行

し
た
。

札
幌

・
小
樽

・
室

蘭
・

旭
川
・

釧
路
.
が

函
館

と
同
時

に
市

制
施
行

さ
れ

た
。

函
館

が
何

で
も
一
番

と
思

っ
て

い
る

方
が

多
い
が

市
制
施

行
だ

け

は
他

の
5
町

と
同
時

で
あ

っ
た
。
全
国

的
に
見
て

も
市
制
施
行

の
順

番
は

3
3
番

目
で

仙
台

の
次

く
ら
い

で
あ

る
。

施
行

当
時

の
両
館

を
形
成

し
て

い
た
場

所
は

、
若

松
町

、
新

川
町

く
ら
い

ま
で

し
か

人
が
住

ん
で

い

な
か

つ
た
。

市
役

所
が

無
く
、

函
館

区
役

所
を
利

用
し
た
。

市
役
所

に
は

7
課

1
7
係

し
か

な
か

つ
た
。

議
員

は
9
0
名

で
ス

タ
ー

ト
し
た
。
施

行
当
初

は
区
長

が
市

長
代
行

に
、
区
議

会
議

院
が

市
議

会
議

員
に

移
行

さ
れ

た
。

祝
賀

会
が
催

さ
れ

、
旗
行

列
、

提
灯

行
列

が
行

わ
れ

、
当
時

に
既

に
運

行
さ
れ

て
い
た

市
電

が
花
電

車
を
運
行

し
た
記
録

が
残

っ
て

い
る
。

但
し
、

大
正

9
年

の
函
館

大
火

の
後

で
余

り
華
や

か
で

は
な
か

つ
た

よ
う
に
思

わ
れ

る
。

当
時

の
市

長
は
市
議

会
議

員
を
決

め
、
市

議
会
が

市
長

候
補

を
推

薦
し
、

国
務

院
が

承
認
す

る
と
い

う
も
の
で

あ
つ
た
。

市
議
会

議
員

に
は

1
級

・
2
級

議
員
が

ぁ
っ
た
が
、

土
地

を
多

く
持

っ
て

い
る

人

が
1
級

で
、
税

金
を
多

く
納

め
た

人
が

2
級

議
員

と
な

り
、
言

わ
ば

大
地

主
と
大

金
持

ち
が
市

議
会
議

員
で

あ
つ
た
。

大
正

7
年

頃
か

ら
区

議
会

で
は
派

閥
争
ぃ
が

あ
り
、

な
か

な
か
初

代
市
長

候
補

の
推

薦

が
決

ま
ら
な
か

っ
た
が

3
名

を
推

繭
し
た
。
初

代
の

市
長

は
小
松

松
次
郎

と
い

う
人
で

、
元

小
倉

市
長

.

前
青
森
県

実
1
事
を
勤

め
た
方

で
ぁ

っ
た
。

市
長

の
給

料
は
市

の
裁

量
で

決
め

る
事

が
で

き
た
。

他
の
市

を
参
考

に
し
て

年
棒

万́
円
が

支
払

わ
れ

た
。

当
時

の
物

価
は

弁
天
町

の
坪

単
価

3
0
円

、
洒

1
升

2
円

5
0
銭
.
人

ェ
の
手

当
8
0
銭

、
五

島
軒

の
一
番

高
い

メ
ニ

ュ
ー
が

2
1
1
5
0
銭

で
あ

つ
た
o
ち

な
み

に
助

役
の
年
俸

が
4
.
5
0
0
円

、
収

入
役

2
,
6
0
0
円

で
あ

つ
た
o
初

代
か

ら
3
代

ま
で

は
任

期
が

短
く
安
定

し

な
か

つ
た
が
.
4
代

日
以
降

か
ら
安

定
し
た
。

大
正

ロ
マ

ン
華
ゃ

か
な
頃

に
、

市
制

は
施
行

さ
れ

た
。

施
行

当
時

発
行

さ
れ

た
函
館

市
市
制
実

施
記

念
帳

(
ア
ル

バ
ム

)
の

広
告
欄

を
見

る
と
当
時

の
電

話
番

号
が
記

載
さ
れ

て
い

る
が
、

こ
の
番

号
は
現

在

で
も
そ

の
ま

ま
利

用
さ
れ

て
い

る
。


